
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

がまんのつらさがわかるからこそ、 

みんなの笑顔のために 

福生第四小学校の校庭が、学区内の幼稚園の運動会に使われることになりました。 

「幼稚園の子供たちに、運動会でぜひ楽しい思い出を残してほしい。」 

そんな思いで、体育委員会の５・６年生が、委員長の６年生の指示の下、10月７日（木）６校時、校庭

の石拾いにすすんで取り組んでくれました。 

昨年度から、大きな行事が次々に中止になり、我慢してきた彼らだからこそ「年下の子たちに、すてき

な思い出を」という思いが強かったのです。温かな心から生まれた、すてきな行動でした。 

福生第四小学校の子供たちの活躍は、これからも続きます。 
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＜幼稚園の先生からの感謝状＞ 

10月 7日（木）、体育委員会の５・６年

生が「今度、運動会で学校の校庭を使う幼稚

園生のために」と、委員会の活動中に校庭の

石拾いに取り組みました。 

数日後、幼稚園の園長先生から感謝状をい

ただきました。 

 

 

「地域社会のお兄さん、お姉さん」として、

頼もしく成長し、活躍していく様子は小学校

だけでなく幼稚園の先生方にとってもうれ

しい経験でした。今回、たくさん称賛された

経験は体育委員の子供たちの自信となりま

した。子供たちのこれからの活躍が楽しみで

す。 

 


